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◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

の
選
任

　

１１
月
３０
日
で
任
期
満
了
と
な
る
小

幡
正
則
氏
お
よ
び
長
沼
幸
子
氏
に
代

わ
り
、
新
た
に
青
木
和
夫
氏
(
琴

浦
)
お
よ
び
伊
東
徳
章
氏
(
小
砂
川

１
区
)
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

◇
令
和
５
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
(
第
６
号
)

　

歳
入
歳
出
予
算
と
も
８
億
８
、
５

２
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

は
１
７
４
億
５
、
９
９
２
万
２
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
出
】

・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
移
設
事
業

　
　
　
　
　

 　
　

６
、
３
０
０
万
円

・
防
犯
街
灯
等
設
備
整
備
事
業

　
　

 　
　
　
　
　
　
　

４
９
０
万
円

・
軽
・
中
等
度
難
聴
者
補
聴
器
購
入

　

助
成
事
業
給
付
費
　
　

１
０
０
万
円

・
環
境
プ
ラ
ザ
設
備
修
繕
事
業

　
　
　
　

     　

２
、
２
２
０
万
円

・
夢
あ
る
園
芸
産
地
創
造
事
業
費
補

　

助
金
　
　
　
　
　

６
９
２
万
６
千
円

・
農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
０
万
円

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
関
連
企
業
立

　

地
促
進
補
助
金
　
　

２
４
０
万
円

・
フ
ェ
ラ
イ
ト
子
ど
も
科
学
館
改
修

　

事
業
　
　
　
　

１
、
５
２
０
万
円

◇
令
和
５
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
(
第
７
号
)

　

歳
入
歳
出
予
算
と
も
１
２
３
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
１
７
４
億

６
、
１
１
５
万
２
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

【
歳
出
】

・
Ｔ
Ｄ
Ｋ
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権

　

出
場
激
励
金
　
　
　

１
０
０
万
円

　
　

◇
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
給

　

付
金

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
国
の
補
助
財
源
を
活
用
し
な

が
ら
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
支

援
給
付
金
と
し
て
１
世
帯
あ
た
り
３

万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
７
月
１

日
か
ら
対
象
の
２
、
３
９
６
世
帯
に

確
認
書
を
、
未
申
告
者
や
転
入
者
が

含
ま
れ
る
対
象
見
込
み
の
２
５
９
世

帯
に
は
申
請
書
を
送
付
し
、
順
次
申

請
受
付
と
審
査
の
う
え
、
８
月
３
日

か
ら
支
給
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
８

月
３１
日
時
点
で
、
確
認
書
送
付
世
帯

の
支
給
決
定
件
数
は
１
、
９
７
１
件

(
８２
・
３
％
)
、
申
請
書
送
付
世
帯

の
支
給
決
定
件
数
は
７６
件
(
２９
・

３
％
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

申
請
期
限
が
１０
月
３１
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
申
請
の

勧
奨
等
を
行
い
な
が
ら
対
象
世
帯
へ

の
給
付
に
努
め
ま
す
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
事
業

　

令
和
５
年
春
開
始
接
種
は
、
初
回

接
種
を
終
了
し
た
６５
歳
以
上
の
高
齢

者
、
６４
歳
以
下
の
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
、
医
療
従
事
者
等
を
対
象
に
、

５
月
８
日
か
ら
６
月
３０
日
ま
で
に
高

齢
者
施
設
の
巡
回
接
種
、
ス
マ
イ
ル

で
の
集
団
接
種
を
終
了
し
て
い
て
、

８
月
１３
日
現
在
の
６５
歳
以
上
の
方
の

接
種
率
は
６０
・
０２
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
集
団
接
種
終
了
後
は
市
内
３
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
秋
開
始
接
種
に
つ
い
て

は
、
追
加
接
種
が
可
能
な
す
べ
て
の

年
齢
の
方
が
接
種
対
象
と
な
り
、
国

で
は
９
月
２０
日
か
ら
接
種
を
開
始
し
、

ワ
ク
チ
ン
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｘ
Ｂ

Ｂ
・
１
・
５
対
応
１
価
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
あ
り
、

今
後
広
報
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
Ｈ

Ｐ
で
周
知
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

◇
普
通
交
付
税

　

今
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、
５１
億

７
、
７
９
３
万
４
千
円
と
算
定
さ
れ
、

前
年
度
確
定
額
に
対
し
２
億
２
、
２

５
９
万
１
千
円
、
４
・
１２
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
前
年

度
に
比
べ
６
、
１
２
７
万
５
千
円
、

５６
・
４
％
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
て
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
実
質
的
な
交
付

額
で
は
２
億
８
、
３
８
６
万
６
千
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド
イ
チ
ュ
ラ
ン

　

ツ
ベ
ル
ク
市
と
の
国
際
交
流
事
業

　

こ
れ
ま
で
米
国
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

シ
ョ
ウ
ニ
ー
市
や
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ア

ナ
コ
ー
テ
ス
市
な
ど
と
姉
妹
都
市
提

携
を
締
結
し
、
国
際
的
視
野
を
広
め

る
と
と
も
に
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
中
学
生
を
主
体
と
し
て
交

流
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
よ
り
欧
州

に
お
い
て
屈
指
の
先
進
研
究
都
市
で

あ
る
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
シ
ュ

タ
イ
ア
ー
マ
ル
ク
州
ド
イ
チ
ュ
ラ
ン

ツ
ベ
ル
ク
市
」
と
の
交
流
事
業
に
つ

い
て
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
社
は
そ
の
先
進
研
究
都
市
の
重

要
な
一
角
を
占
め
て
き
た
工
場
と
研

究
施
設
を
有
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の

つ
な
が
り
か
ら
市
民
が
さ
ら
な
る
諸

外
国
へ
の
理
解
を
深
め
、
国
際
社
会

に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
１０
月
中
旬
に
現
地
を
視
察

訪
問
し
交
流
体
制
の
検
討
に
入
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
大
雨
に
よ
る
農
業
被
害

　

７
月
１４
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
農

業
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
８
月 

３１
日
時
点
で
、
そ
ば
は
冬
師
・
本

郷
・
横
岡
・
大
須
郷
地
区
で
１
１
６
・

３９
㏊
、
大
豆
は
釜
ケ
台
・
冬
師
・
芹

田
地
区
で
５８
・
６１
㏊
、
ね
ぎ
は
前

川
・
金
浦
地
区
で
３
・
９５
㏊
、
水
稲

は
冬
師
地
区
で
１
・
５６
㏊
、
小
菊
は

大
竹
地
区
で 

０
・
９
㏊
が
冠
水
な
ど

の
被
害
を
受
け
、
農
作
物
被
害
額
は

約
２
、
４
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

被
害
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
推

移
し
ま
す
の
で 

、
国
・
県
の
復
旧
・

支
援
対
策
事
業
を
注
視
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

な
お
林
道
お
よ
び
漁
港
関
係
に
つ

い
て
は
、
特
に
被
害
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

◇
新
た
な
移
住
者
支
援
住
宅
の
確
保

　

首
都
圏
等
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相

談
会
へ
の
出
展
や
子
育
て
支
援
策
等

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
、

ま
た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済

活
動
等
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
こ
と

等
に
よ
り
、
移
住
相
談
・
移
住
体
験

の
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
移
住
希
望
者
に
と
っ
て
移

住
先
を
決
め
る
重
要
な
要
素
で
あ
る

「
住
ま
い
」
の
確
保
に
つ
い
て
、
本

市
で
は
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

ア
パ
ー
ト
や
貸
家
の
選
択
肢
が
少
な

い
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
小

滝
地
内
に
あ
る
「
特
定
住
宅
下
山
」

に
つ
い
て
、
６
戸
あ
る
住
宅
の
う
ち

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
１
戸
を
除
い

た
５
戸
に
つ
い
て
、
移
住
希
望
者
が

利
用
で
き
る
「
移
住
者
支
援
住
宅
」

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◇
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
利
用
状
況
等

　

今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
竹
嶋

潟
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

７
月
３１
日
現
在
約
５
０
０
人
の
利
用

者
登
録
が
あ
り
、
延
べ
約
１
、
７
０

０
人
の
方
々
か
ら
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
内
訳
は
市
内
が

約
７
０
０
人
、
市
外
が
約
８
０
０
人
、

県
外
が
約
２
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

施
設
利
用
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

も
と
も
と
利
用
者
の
間
で
ル
ー
ル
が

定
着
し
て
い
て
、
初
心
者
な
ど
へ
の

ル
ー
ル
遵
守
や
ケ
ガ
等
へ
の
対
応
も
、

地
元
愛
好
家
の
方
々
の
協
力
も
あ
り

浸
透
し
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

利
用
者
か
ら
は
、
施
設
整
備
に
つ

い
て
の
感
謝
の
言
葉
を
数
多
く
頂
い

て
い
る
一
方
、
各
種
要
望
な
ど
も
頂

い
て
い
ま
す
。

　

１０
月
２
日
か
ら
本
年
度
分
の
工
事

が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
頂
い
て
い
る

要
望
の
う
ち
ハ
ー
ド
面
で
対
応
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
工
事
に
反
映

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

運
営
面
の
要
望
に
つ
い
て
も
今
後

さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
施

設
を
目
指
し
ま
す
。

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

主
な
市
政
報
告

　

９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
１
日
に
招
集
さ
れ
、
９
月
２０
日
ま
で
の
２０
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
認

定
お
よ
び
令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
２４
件
と
報
告
３
件
で
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

◇
最
近
の
学
校
の
様
子

　

７
月
２２
日
か
ら
始
ま
っ
た
３４
日
間

の
夏
季
休
業
は
、
厳
し
い
暑
さ
が
続

く
異
例
の
夏
休
み
と
な
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
し

８
月
２５
日
か
ら
２
学
期
が
始
ま
り
ま

し
た
。
児
童
生
徒
は
元
気
に
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
気
温
の
高

い
日
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
引
き

続
き
体
調
面
へ
の
気
配
り
と
暑
さ
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

２
学
期
は
、
小
学
校
の
自
然
教
室

や
修
学
旅
行
、
中
学
校
の
学
校
祭
な

ど
の
大
き
な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
学
校
と
連
携

を
密
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
配
置
さ
れ
た

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
」
に
よ
り
教
員
の

個
人
研
修
や
校
内
研
修
が
充
実
し
、

授
業
に
お
け
る
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
も

学
校
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
、
よ
り
よ

い
活
用
方
法
を
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。 主

な
教
育
行
政
報
告

青木　和夫 氏

伊東　徳章 氏


